
全てを階層化しつつ連続させる原理ロゴス

可知的世界

新プラトン主義
新カトリック大事典

プロティノス
205-270

アンモニオス・サッカス
に学ぶ

オリゲネスと同門
ガリエヌス帝
253-68

寵をうける

プラトンの著作に暗示さ
れている諸問題を門弟
や聴講者に解説すると

いう立場

イデア界と現象
界の二元論的
図式を超克した

超越的な一者からの無
時間的な発出として可
知的世界と可感的世界
を一元論的に理解する
世界観を提示した

一者の超越性はキリス
ト教徒に神の超越性を
論ずるための論拠を与

えた

一者はいかなる規定や
属性も受け入れないの
で、一者を知るために
は、言詮不入のうちに
直接的合一を体験する

しかない。

神秘主義の原型を提供

超越を志向するなか
で、可感的世界は可知
的世界への上昇の不可
欠の階梯である

現世否定に傾くグノー
シス主義を批判

二元論から出て、物質を否定する
グノーシス主義を批判するととも
に、心的ことがらを物質に還元する
考えにも反対し、超越的な神を設
定することで、二元論を克服すると
いうキリスト教の優越性を強調する

受肉の契機を欠くこと
を批判

新カト「新プラト
ン主義」

一なるもの（to hen）

知性

魂

可感的世界

自然

質量

影

全宇宙の生
成が必然的
過程である
というプロオ
ドスの側面
(発出）

一なるもの
との合一を
目的とする
エピストロ
フィーの側
面(還帰）

ポルフュリオス
232-309

弟子

エイサゴーゲー（アリス
トテレス範疇論入門）を

著す

キリスト教徒駁論を著
すが後に同書は焚書

還帰の方途として魂の
浄化（katharisis）と観
照（theōria）が提示さ

れる

アウグスティヌスに影響

ボエティウスのラテン語
訳を通じて西方中世の
論理学の基本的書物と

なる

弟子

ユリアヌス帝の異教復
興政策

精神的支柱

プロクロス
412-485

弟子

プルタルコス
350-432

プロティノスの思想を「滞留」、「発
出」、「還帰」を軸として体系化（トリ

アス）
「すべての結果はそれの原因に滞
留（止留）し、それから発出し、それ

に還帰する」

影響下に疑ディオニュ
シオス文書が成立
(500頃）

プロティノスの論文を
「エネアデス」として刊

行

アラビア語に翻訳され
てイスラム世界へ

シュリアノス
学頭在職432-437

弟子

アテナイのアカデメイア

イアンブリコス
(Iamblicos)250-330

後
輩

プロティノスは「神の光の参与」を、
ヌース（神的精神）を通して「一者」から
流出するという考え方により説明した。
彼は、この神の光の流出である「照明
の道」は「両方向」の過程であると考え
た。身体から反射した光線は神秘的な
上昇のうちに、魂へ、ヌースへ、そして
一者へと戻っていくからである。（新カト

「照明」から）

一者との合一においては
「できるかぎり神に似たもの
になる」ことを目指す（新カ
ト「プロティノス」から）

「分有」が表れるのはプラトンの可変的
な感覚的世界の個別的事象が永遠で
不変の実在であるイデアに依存してい

るというイデア論において

アリストテレスによるイデア論批判が影
響力を増すにつれ、個別的事象による
超越的なイデアの分有という考え方
は、個物における普遍的形相の内在と

いう考え方に置き換えられた

新プラトン主義において「分有」の概念
は、存在論的により上位の存在の完全
性への、より下位の存在による参与と
意味で復活した（新カト「分有」から）

観想（conntemplatio）

？

Note:
アリストテレスによるイデア論全体に対
する批判「こう語ることは空語すること
であり、詩的比喩を語ることにほかなら
ない」（形而上学991a20)の意味
（不変の実在が分有される、すなわち
無限にコピーされるという考えには複製
と真の実在の両方が存在するという矛
盾が指摘でもされたのだろうか？）

については追求が必要

Note:
滞留あるいは止留（ἳδυρσιϛ）

トリアス（τριάϛ）（三幅対）
という言葉を最初に用いたのはアン
ティオケイアのテオフィロス
（~180~）であり、ラテン語の
trinitasという言葉を神学用語とし
て用いたのはティルトゥリアヌスで
あると言われている（新聖書大辞

典、キリスト新聞社）

還帰における浄化（律法の位階から教
会の位階への上昇）、照明（教会の位
階から天上の位階への上昇）、完成
（天上の位階から神性の根源への上
昇）のトリアスは、それらが相互に包含
しあいながら、魂の「神化（ϑέωσις）」
の段階的過程を成している。
上昇の過程は最終的には神の領域と
なるために知性のレベルを超えている
ゆえに否定神学によって歩まなければ
ならない（神秘神学解説から）

神の存在の認識の可能性は肯定する
が、神の本質を語る際に、人間の認識
の手段である概念と言葉を否定し、神
はそれらを超越する無規定のものであ
るとするのが否定神学である（新カト�

否定神学）

否定の道（via negativa）と同じく肯定
の道（via positiva）もディオニシオス・
アレオパギテスが用いたものであり、
彼は「神名論」において肯定の道を説
明している。
否定神学とは、人間の言語が神を語る
に絶望的に無力であることに注意を喚
起しながら、なお神について語ろうとす
るほうほうである。この方法は、人間の
言語が持つ、神人同型説的性格の影
響を可能な限り弱めようとするところか
ら始まる（キ神学事典、教文館）

スキュトポリスのヨアン
ネス

司教在位(536-550)

証聖者マクシモス
580-662

エリウゲナ
801-877

グノーシス主義

セツ派

「ヨハネのアポクリュフォン」、
「アダム黙示録」、「イエスの知
恵」、「エジプト人福音書」

ウァレンティノス派

「真理の福音」、「復活に関する
教え」、「三部の教え」、「フィリ
ポ福音書」、「ウァレンティノス

派の解説」

「トマス福音書」などの新約外
典

ナグ・ハマディ文書の発見により、
グノーシス主義はキリスト教の異端
的分派ではなく、キリスト教と無関
係にユダヤ教周辺に成立し、それ
がキリスト教の諸要素を取り入れ
て、キリスト教グノーシス主義と
なったことが明らかとなった（新カ

ト）


